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平成 22 年 2 月 4 日 

各      位 

会 社 名  ハ リ マ 化 成 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 長谷川 吉弘 

                        （コード番号 4410 東証、大証第 1部） 

問合せ先  取締役管理本部長 金城 照夫            

（TEL． 06－6201－2461） 

 

特別利益（負ののれん発生益）の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 22 年３月期第３四半期において、下記のとおり特別利益（負ののれん発生益）の計上を行うこ

とおよび最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 11 月 2 日の「業績予想の修正に関するお知らせ」

で公表しました平成22年 3月期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

Ⅰ．特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

 平成 21 年９月 15 日に公表いたしました「日立化成ポリマー株式会社のロジン変性樹脂事業譲受け

に関するお知らせ」のとおり、平成 21年 12 月 30 日に日立化成ポリマー株式会社よりロジン変性樹脂

事業および中国子会社２社（信宜日紅樹脂化工有限公司および信宜中林松香有限公司）の保有株式を

譲り受けました。 

また、平成 21 年 10 月 13 日に公表いたしました「株式会社日本フィラーメタルズの株式取得（子会

社化）に関するお知らせ」のとおり、平成 21 年 10 月 30 日に株式会社日本フィラーメタルズの全株式

を取得し、子会社化しました。 

これに伴う会計処理といたしまして、連結財務諸表上、平成 22 年３月期第３四半期において 316 百

万円の特別利益（負ののれん発生益）を計上いたします。 

 

Ⅱ．業績予想の修正 

１． 連結業績 

平成 22 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 32,500 1,300 1,400 700 26.97 円 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 33,000 1,350 1,550 1,000 38.53 円 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 500 50 150 300 － 

増 減 率            （％） 1.5 3.8 10.7 42.9 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 21 年３月期） 

35,327 524 385 △413 △15.94 円 
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２． 個別業績 

平成 22 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 26,000 1,050 1,200 500 19.26 円 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 26,500 1,150 1,350 800 30.82 円 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 500 100 150 300 － 

増 減 率            （％） 1.9 9.5 12.5 60.0 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 21 年３月期） 

28,175 △50 181 △558 △21.53 円 

 

Ⅲ．修正の理由 

景気も在庫調整の進展から緩やかに回復の兆しも見られましたが、先行き不透明な状況が続いて

おります。 

当社グループの関連する業界であります、印刷インキ・塗料・合成ゴム・製紙・自動車・電機業

界におきましても、依然として厳しい状況が続いております。 

このような環境下、当社グループは、売上高につきましては、一部に当初の予想以上の回復が見

られ、前回の予想を上回る見込みとなりました。また、利益面につきましては、原価低減や経費削

減等に努めました結果、営業利益、経常利益とも前回の予想を上回る見込みとなりました。 

また、当期純利益につきましては、前述の「Ⅰ．特別利益（負ののれん発生益）の計上について」

に記載のとおり、負ののれん発生益を特別利益に計上することにより、前回の予想を上回る見込み

となりました。 

連結、個別とも同様の理由となっております。 

 

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざ

まな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


